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Ｎ
Ｔ
Ｔ 

Ｒ
ｉ
ｓ
ｋ 

Ｍ

ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｒ
は
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
企
業

で
、
２
０
２
２
年
７
月
の

設
立
以
来
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
分
野
を
中
心
と
し

た
リ
ス
ク
対
策
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
や
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
、
補
償
ま
で
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
し
て

い
る
。

同
社
企
画
総
務
部
の

久
保
英
夫
担
当
部
長
は

「
現
状
当
社
は
地
域
企
業

や
自
治
体
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
皆
様
へ
の
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
多
角

的
な
視
点
か
ら
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。
加
え
て
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
グ
ル
ー
プ

企
業
、
さ
ら
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ
ル
ー
プ
全
体
の
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
を
更

に
高
め
る
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
に
注
力
し
て
い
る
」
と

話
す
。

近
年
は
、
特
定
の
企

業
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

狙
っ
た
標
的
型
攻
撃
メ
ー

ル
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
に
影
響
を
与
え
る
サ
イ

バ
ー
攻
撃
が
大
き
な
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
る
。

企
業
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
強
化
に
意
識
を
向
け
て

い
る
が
、「
ど
ん
な
対
策

を
打
て
ば
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
」「
ど
こ
に
問
題

点
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な

い
」
と
い
っ
た
悩
み
を

抱
え
る
企
業
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
も
少
な
く
な
い
。

同
社
は
、
こ
う
し
た

悩
み
に
対
し
て
適
切
な
サ

ポ
ー
ト
を
展
開
。例
え
ば
、

ど
ん
な
対
策
を
打
て
ば
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
企

業
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
、

ま
ず
社
内
環
境
を
把
握
し

た
う
え
で
、
対
策
プ
ラ
ン

を
検
討
す
る
。
実
際
の
対

策
を
講
じ
る
た
め
の
ツ
ー

ル
提
供
や
、
研
修
を
通
じ

た
人
材
育
成
、
さ
ら
に
継

続
的
な
改
善
を
促
す
監
査

も
行
う
。
万
が
一
、
事
故

が
発
生
し
た
と
き
の
補
償

と
し
て
、
サ
イ
バ
ー
保
険

も
提
案
す
る
。

同
社
企
画
総
務
部
の

原
嶋
一
貴
氏
は
「
当
社
の

特
長
は
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
を
一
気
通
貫

で
カ
バ
ー
で
き
る
点
に
あ

る
。
こ
う
し
た
企
業
は
ほ

か
に
な
く
、
当
社
の
強
み

と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ

る
。情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
は
「
人
的
対
策
」「
技

術
的
対
策
」「
物
理
的
対

策
」
の
三
つ
に
分
け
ら
れ

る
が
、
同
社
は
と
く
に
人

的
対
策
に
照
準
を
当
て
て

い
る
。

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
リ
ス
ク
は
企
業
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て

区
々
だ
。
ル
ー
ル
づ
く
り

が
先
決
の
場
合
も
あ
れ

ば
、
メ
ー
ル
訓
練
が
先
決

の
場
合
も
あ
る
。
ま
ず
は

お
客
さ
ま
の
状
況
を
お
聞

き
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

具
体
的
な
対
策
を
優
先
順

位
を
つ
け
て
ご
提
案
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
人
的
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い

て
は
当
社
サ
ー
ビ
ス
を
ご

提
供
し
、
技
術
的
対
策
な

ど
が
必
要
な
お
客
さ
ま
に

つ
い
て
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
る
（
久
保
氏
）。

現
状
、
特
に
反
響
が
大

き
い
の
は
人
材
育
成
の
領

域
だ
。
従
業
員
の
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
テ
ラ
シ
ー

向
上
を
課
題
視
す
る
企

業
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
増

え
て
お
り
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
研
修
の
ニ
ー
ズ
が

盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

同
社
は
、
従
来
か
ら
あ

る
座
学
・
聴
講
形
式
と
は

一
線
を
画
し
た
研
修
ス
タ

イ
ル
を
提
案
し
好
評
を
得

て
い
る
。

「
例
え
ば
動
画
を
駆
使

し
た
研
修
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
て
い
る
。
企
業
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
内
規
に

沿
っ
た
内
容
や
、
実
際
に

あ
っ
た
事
例
を
組
み
込

む
な
ど
、
都
度
お
客
さ
ま

に
応
じ
て
設
計
し
て
い

る
。
ま
た
事
故
対
応
演
習

は
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
形
式
で

参
加
者
が
能
動
的
に
参
加

し
、
楽
し
く
学
べ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
効
果
も
あ

り
、
社
員
・
職
員
間
の
交

流
や
結
束
が
生
ま
れ
る
な

ど
お
客
さ
ま
か
ら
評
価
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
る
」

と
原
嶋
氏
は
説
明
す
る
。

事
故
対
応
演
習
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ
ル
ー
プ
企
業
の
研
修
で

も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

同
社
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
各
社
の
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
規
程
改
定
の

支
援
な
ど
も
行
っ
て
い

る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ 

Ｒ
ｉ
ｓ
ｋ 

Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｒ
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
企
業
と

し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
、
さ
ら
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。
一
般
企
業
向
け
に
は
同
社
が
提
供
す

る
事
故
対
応
演
習
が
好
評
で
、
各
方
面
か
ら
引
き
合
い
が
来
て
い
る
。

⑱

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
下
支
え

Ｎ
Ｔ
Ｔ 

Ｒ
ｉ
ｓ
ｋ 

Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｒ
の
リ
ス
ク
対
策
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

久保氏㊨と原嶋氏

リ
ス
ク
対
策
を
一
気

通
貫
で
カ
バ
ー

久
保
氏
は
「
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
通
じ
て
Ｎ
Ｔ

Ｔ
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分
野
の

要
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
」
と
述
べ
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
や
Ｎ

Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム
）
と

連
携
し
た
事
業
も
展
開
さ

れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
と
は

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
西

日
本
エ
リ
ア
で
推
進
。
Ｎ

Ｔ
Ｔ
コ
ム
と
は
自
動
車
業

界
な
ど
業
界
特
化
型
の
施

策
を
進
め
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
形
式
の
事
故

対
応
演
習
が
好
評

国
内
最
大
級
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
専
門
イ
ベ
ン
ト

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
デ
イ
ズ

（SecurityDays

）
Ｓ
ｐ
ｒ

ｉ
ｎ
ｇ
２
０
２
４
」
が
開
催

さ
れ
る
。
３
月
14
日
（
木
）

10
：
40
～
、
東
京
・
Ｊ
Ｐ
タ

ワ
ー
ホ
ー
ル
＆
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
（
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
４
Ｆ
）

で
開
催
さ
れ
る
基
調
講
演
に

Ｎ
Ｔ
Ｔ 

Ｒ
ｉ
ｓ
ｋ 

Ｍ
ａ
ｎ

ａ
ｇ
ｅ
ｒ
の
白
石
涼
子
副
社

長
が
登
壇
す
る
。
講
演
タ
イ

ト
ル
は
「
情
報
事
故
抑
止
に

必
須
の
『
リ
テ
ラ
シ
ー
』
と

『
備
え
』
に
お
悩
み
の
皆
様

へ
～
研
修
と
サ
イ
バ
ー
保
険

の
ご
説
明
～
」。

白石副社長がセキュ
リティデイズで講演
３月 14日（木）10：40 ～

ＪＰタワーホール＆カンファレンス


